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              ＃１７７ 和田進 

昭和を振り返る 

～「昭和１００年」を迎えて～ 

はじめに  

令和７（２０２５）年は、昭和元（１９２６）年から数えて「昭和１００年」となる記念の年で

ある（昭和１年＋９９年＝昭和１００年 → １９２６年＋９９年＝２０２５年）。本稿ではこれを

祝し、郵便史料等を主として昭和の歩みを振り返ることとした。１リーフだけで１フレーム化する

ことが可能なほどの題材を無理に詰め込んでいるため、粗い作りとなっている点はご容赦願いたい。 

１―１．昭和を寿
ことほ

ぐ 

次に示す葉書は、昭和天皇の即位の儀式に 

参列した衆議院議員が差出した葉書である。  

謹 

賀 

新 

年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

本 

条 

太 

郎 

我
皇
室
及
国
家
の
一
大
盛
儀
た
る
御
即
位
の
大
典
は
、
昨
冬
御
滞
り 

な
く
終
は
ら
せ
ら
れ
、
茲
に
新
年
を
迎
へ
平
け
く
治
ま
る
御
代
の
春
を 

祝
す
る
は
御
同
慶
の
至
り
に
堪
へ
ず
。
不
肖
亦
御
盛
典
に
列
す
る
の 

光
栄
を
荷
ふ
、
神
な
が
ら
の
道
を
今
に
示
し
給
ふ
御
即
位
の
大
礼
は 

御
儀
式
い
と
も
盛
大
に
行
は
せ
ら
れ
壮
麗
、
森
厳
、
祥
瑞
の
気 

天
地
に 

漲
り
、
皇
祖
の
神
霊
彷
彿
と
し
て
御
降
臨
の
象
を
拝
す
、
両
陛
下
の
御
英
姿 

を
仰
げ
ば
、
御
気
色
麗
は
し
く
御
健
か
に
わ
た
ら
せ
ら
る
る
を
拝
し
、
何
と 

な
く
力
強
き
感
に
打
た
れ
、
弥
栄
ゆ
る
昭
和
の
御
代
を
祝
ほ
ぎ
限
り
な
き 

歓
び
を
捧
ぐ
、
今
此
の
光
栄
を
頒
つ
た
め
に
其
の
御
模
様
を
写
真
と
し
て 

貴
覧
に
供
す
。
今
や
内
治
外
交
頗
る
多
端
な
り
と
雖
も
、
上
に
聡
明 

叡
毅
の
陛
下
を
戴
き
上
下
一
心
八
千
万
の
国
民
協
力
し
て
赤
誠
奉
公
せ
ば 

国
運
の
発
展
自
か
ら
期
す
る
を
得
む
、
重
ね
て
洋
々
た
る
国
運
の 

前
途
を
祝
し
、
相
倶
に
昭
和
の
新
政
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
す
。 

 

消印：麻布４．１．１ 

裏面：高御座
た か み く ら

と紫宸
し し ん

殿
で ん

 
 
〇差出人の山本条太郎は、

三井物産勤務後に衆議院

議員となり、南満州鉄道 

株式会社社長を歴任した

他、貴族院議員も務めた。 
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１―２．昭和を寿ぐ 

本頁の２葉は、どちらも市井の人々が差出した、「昭和」への御代替わりを記念する葉書である。

左は「奉祝」と書かれた日の丸の提灯をアップで描いたモダンなデザインの葉書だが、大礼記念  

切手に京都の特印も押されていてマキシマムカード様になっており、郵趣家の差立てだろうか。 

表面を見ると「切手裏面」とも書かれており、この頃には既に国内郵便物に対する切手裏面貼付の  

運用が行われていたことも分かる。 

また、右葉書の絵は、左頁下に示した葉書裏面

画像の下段にも見える紫宸殿前の様子を描いた 

ものであるが、文面を読むとどうやら儀式会場は

令和の御代替わりの時と同様に、儀式後の一定 

期間は一般見学も可能だったようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左） 

切手：昭和大礼記念 

消印：京都 ３．１１．１０ 

 

（右） 

切手：田沢１銭５厘 

消印：京都 ３．１２．２２ 

今
上
陛
下
御
一
代
之
盛
儀
た
る
御
大
礼
も
御
威
稜
を
内
外 

に
宣
揚
し
御
聖
徳
乾
坤
に
洽
く
国
を
挙
げ
て
万
歳
を
頒 

へ
ま
つ
り
し
戊
辰
は
行
き
て
昭
和
維
新
の
己
巳
将
に
来 

ら
む
と
す 

 

国
恩
新
ら
た
な
る
春
を
迎
へ
む
と
し
て
先
づ
閣
下
の
御
健 

康
を
祈
り
伏
而
年
末
の
御
祝
辞
を
捧
ぐ 

何
卒
相
変
ら
せ
ら
れ
ず
御
眷
顧
を
賜
は
ら
む
こ
と
を 

 

尚
十
二
月
一
日
よ
り
翌
年
三
月
末
日
ま
で
御
式
場
拝
観 

を
御
許
し
相
成
り
し
こ
と
千
載
一
遇
の
好
機
逸
す
べ
か 

ら
ず 

冀
く
は
賑
々
敷
御
入
洛
御
待
ち
申
上
げ
ま
す 
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２―１．戦争の時代 

昭和の約６０年の内、最初の２０年間は戦争の時代であった。中でも日本がこだわったのは、  

日露戦争で日本人の血が多く流れた大陸東北部、いわゆる満州地域の安定的な確保であり、これは

やがて昭和７年の満州国成立へと至るが、それ迄

にも散発的な事件が大陸各地で度々発生していた。    

昭和３年には、現地の在留日本人が惨殺された

ことを受け、日本軍が大規模反撃を行った「済南

事件」が起きたが、左の葉書はこれに従軍した  

後に満州へ移動した兵士が送ったものである。 

また、右は新しく建国された満州国の首都新京 

から差立てられた、両国国旗を描く年賀状である。 

 

  

建

設

の

意

気

に

燃

ゆ

る 

新

帝

国

の

首

都

よ

り

遥

に 

懐
し
き
故
郷
の
新
春
を
偲
び
つ
つ 

皆
様
の
御
健
康
を
祈
上
ま
す 

元
旦 

 
 
 
 

新
京
衛
戍
病
院 

扨
て
愚
生 

済
南
事
件
に
従
軍
致
し
聯
隊
第
一
戦
中
隊
と
し
て
大
い
に 

奮
戦 

※

南
軍
を
討
伐
し
済
南
は
五
月
十
九
日
に
引
揚
げ
南
満
州
海
城
に 

派
遣
せ
ら
れ
目
下 

奉
天
に
駐
屯
致
し
居
り 

目
下
の
処 

当
地
は
無
事
平 

穏
に
御
座
候
間
・
・
・ 

 
 
 
 

南
満
州
奉
天
中
学
堂
内 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

歩
兵
第
十
五
聯
隊
第
七
中
隊 

 
※
「
南
軍
」
と
は
、
蔣
介
石
率
い
る
国
民
革
命
軍
の
こ
と
で
あ
る
。 
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２―２．戦争の時代 

上段は満鉄特急「あじあ号」の写真が印刷された日本宛て実逓葉書であり、下段は同じく   

「あじあ号」を描いた切手を貼ったハワイ宛て封筒である。 

満州における権益の拡大は、支配を認められた地域への物流を容易にするためまず鉄道を敷設し、 

次にそれを警備するための軍隊等を派遣して駐屯させ、やがてその周囲に人々を移民させる、と 

いう方法を取ることもあったため、軍の輸送網としても使用できる鉄道は、戦争を遂行する上で 

重要な役割を担うインフラであった。 

そんな鉄道を満州で運営していた南満州鉄道株式会社の象徴ともいえる「あじあ号」は、世界  

レベルの列車を作るべく日本の技術の粋を尽くしたものであり、戦後にはこれが新幹線へと引き  

継がれることとなるが、速度はもちろんのこと乗り心地やサービスの面でも、日本国内の列車とは

比較にならなかったと言われる。例えば、ロシア革命によるロシア本国の共産化を嫌って、満州に

亡命してきた白系ロシア人女性たちが乗務員として給仕する食堂車が設置されていた等、最新鋭の

「あじあ号」に乗車することは皆の憧れの的であった。 

 

  
（上） 

切手：荷馬車２分 

消印：新京中央  

６．４．２４ 

 

（下） 

切手：鉄道１万キロ

突破記念 

消印：HARABIN 

１３．５．４０ 

MANCHUKUO 
 

〇封筒左側には、 

ロシア語で「Харбин

（ハルビン）」と  

書かれたスタンプが  

押されている。 

- 4 - 
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２―３．戦争の時代 

 前頁までに見た通り、我が国は大陸東北部に五族協和の王道楽土こと満州国を成立させたが、 

日本の勢力拡大を警戒する欧米諸国によってリットン調査団が派遣され満州国が否定されるに 

至ると、我が国は常任理事国の地位にあった国際連盟を脱退する。本頁左に名刺を示した松岡洋右

日本全権は、国際連盟の総会を退場して日本へと

帰国したが、国民からは英雄として迎えられた。 

 その後、我が国は大陸において拡大政策を更に

推し進めて蒋介石軍等とたびたび衝突、これは 

やがて支那事変へと至り、以後８年間に及ぶ全面

戦争へと発展する。開戦劈頭、日本は連戦連勝を

収めて転戦し、 

右の葉書文面に

もある通り南京

や武漢三鎮を 

陥落させる等 

したが、これに 

気を良くした 

日本軍は補給も

考えずどんどん

大陸奥地へ歩み

を進めて行く事

となり、次第に 

収拾がつかなく

なっていった。  

（左） 

切手：水力発電所３銭 

消印：東京中央 １－．５．１７ 
 

（右） 

葉書：楠公２銭葉書 

消印：横須賀 １３．１０．２９ 

前
略 

本
日
は
武
漢
三
鎮
陥
落
に
て
全
国
挙
つ
て
大
祝
賀
を
表 

し
た
事
で
せ
う 

当
地
に
て
も
午
後
か
ら
中
小
学
校
生
徒
の
旗

行
列 

夜
は
市
内
全
民
の
提
灯
行
列
が
有
り
海
兵
団 

に

も

市

役

所

の

提

灯

を

先

頭

に

各

町

内

諸

団

体

の 

仮
装
（
戦
車 

戦
闘
機
等 

種
々
）
が
次
々
に
二
時
間
も
続
き 

入
っ
て
来
ま
し
た 

 

昨
年
南
京
陥
落
の
時
の
御
地
の
事
を
想
像
し
な
が
ら 

市
民
と
共
に
万
歳
を
叫
び
ま
し
た 
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２―４．戦争の時代 

こうした動きを見た欧米列強は、日本を国際社会から締め出すことで対応しようとする。彼ら

からすれば日本は、アジアにおける自国権益を侵害する邪魔者であり、当然の帰結でもあった。 

これに対し、民間の力で国際的な理解を得ようと努めた人々も多くいたが、著名な郵趣家の  

市田左右一氏なども、下の手紙を出して海外の郵趣家に理解を求める活動を行っている。 

  

（参考写真：ネット上
の画像から借用。） 

 

切手：御朱印船５厘、稲刈り１銭ほか      消印：TOKYO 20 DEC 1937 NIPPON 

ア
メ
リ
カ
郵
趣
協
会
日
本
人
会
員
と
し
て
大
陸
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
説
明
し
た
い
、

東
洋
の
平
和
の
た
め
日
本
は
共
産
主
義
の
蔓
延
を
防
ぐ
役
目
も
負
っ
て
お
り
、
横
暴
な 

中
国
軍
か
ら
現
地
人
や
在
留
邦
人
を
守
り
安
寧
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
…
等
と
続
く
。 
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２―５．戦争の時代 

大陸での終らぬ戦闘に苦戦する日本は、欧米諸国による石油禁輸等で昭和１０年代半ばには窮地

に追い込まれる。座して死を待つなら反転攻勢をかけたいという軍部主導の下、我が国はイギリス

の植民下にあったマレー半島と、アメリカに王国を廃止され準州となっていたハワイの真珠湾を 

攻撃し、ここに東南アジアから太平洋までを舞台とする戦いが始まった。なお、左は特印付きの  

開戦１周年記念カードであり、右はイギリスの

植民地シンガポールの陥落を祝う葉書である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左） 

切手：大東亜戦争 

第一周年記念 

消印：大東亜戦争 

第一周年記念

特印  東京 

１７．１２．８ 

 

（右） 

葉書：楠公２銭葉書 

消印：豊中 

１７．２．１８ 

大
東
亜
戦
争
第
一
周
年
記
念
と
し
て
国
防
献
金
附
記
念
郵
便
切 

手
即
ち
所
謂
「
報
国
切
手
」
二
種
が
発
行
さ
れ
、
同
時
に
記
念 

ス
タ
ン
プ
も
全
国
の
主
要
郵
便
局
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り 

ま
し
た
。
そ
の
意
匠
は
左
の
通
り
で
す
。 

 

二
銭
切
手
（
献
金
一
銭 

売
価
三
銭
） 

 
 

バ
タ
ア
ン
半
島
進
軍
中
の
皇
軍
戦
車
の
図
を
描
く 

 

五
銭
切
手
（
献
金
二
銭 

売
価
七
銭
） 

 
 

ハ
ワ
イ
海
戦
の
図
を
描
く 

 

記
念
ス
タ
ン
プ 

 
 

南
方
地
図
を
描
き
戦
車
、
軍
艦
及
び
飛
行
機
を
配
す 

・
・
・ 前

略  
 

・
・
・ 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
報
に
接
し
心
か
ら
喜
び
合
ふ 

と
同
時
に
皇
軍
兵
士
の
方
達
に
感
謝
せ
ず
に
は 

居
ら
れ
ま
せ
ん
・
・
・ 
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２―６．戦争の時代 

 もっとも、アメリカを筆頭とする連合軍の圧倒的な物量の前には我が国の精神力も叶わず、昭和

１９年７月には開戦以来続いていた東条英機内閣が、本土防衛上から死守すべき「絶対国防圏」に

定めていたサイパン島陥落の責任を取って総辞職し、そのまま戦局も好転せず昭和２０年８月の 

終戦へと至った。東条首相はその後、最下段に傍聴券も示している東京裁判こと極東国際軍事裁判

で、戦勝国から事後法により裁かれ絞首刑となったが、GHQはイヤらしい事に当時の皇太子殿下

（今の上皇陛下）のお誕生日である１２月２３日

に東条元首相ら７人を処刑している。 

  

  

（左） 

葉書：楠公２銭葉書に女工１銭切手を加貼 

消印：足利 １９．７．２４ 

（右上） 

史料：「陸軍大臣東條英機」名刺（戦死者遺族への弔問用か） 

（右下） 

史料：極東国際軍事裁判傍聴券（１７ JUN １９４６ 付け） ・
・
・
今
度
、
サ
イ
パ
ン
島
の
総
員
戦
死
、
及
び
、
内
閣
の 

総
辞
職
を
耳
に
し
、
一
同
大
い
に
張
切
っ
て
、
明
日
の
増
産 

に
突
撃
致
す
覚
悟
で
居
り
ま
す
。・
・
・ 

 

（左） 

葉書：分銅葉書 

消印：奉天 ３．７．２９ 

（右） 

葉書：私製軍事郵便葉書 

消印：新京 １０．１．２ 


